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研究題目 中学校美術科における「映像」表現の可能性について
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1

20,790円

4,433円

不足分は教員研究費から支出し

た。

合計 25,223円 配分額 24,000円

【研究実績の概要，得られた成果・効果等】 ←以下に自由記載（報告書全体で４ページ程度に）

１，本研究の概要

 中学校美術科における、表現分野の映像表現の実践について研究を進めた。その背景にはいくつ

かの理由がある。１点目は、学習指導要領の２内容の取扱いと指導上の配慮事項に「イ 美術の可

能性を広げるために、写真・ビデオ・コンピュータ等の映像メディアの積極的な活用を図るように

すること。」は、GIGA スクール構想以前から述べられている内容である。しかし、現在の 1 人１台

の端末活用の時代に入り、それに応じた実践は十分になされていないのが実情である。今後、発展

していく映像メディアの表現については、積極的な題材開発が求められている。

２点目には、本校は 2012 年より端末を効果的に活用した授業を実施してきた。美術科において端

末の活用は、授業における生徒同士の交流に使用する場面と表現媒体として使用する場面の両面が

あり、これまでは前者を中心に取り組んできた。現在、1 人１台端末の利用が可能になったことか

ら、容易に学習指導要領でも示されている「映像メディアは、アイデアを練ったり編集するなど、
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発想や構想の場面でも効果的に活用できるものである。」iを十分生かした取り組みが可能になって

いることから、研究を進めていくことが必須であると考えた。

 研究の目的としては、中学校美術科における短編映像表現において、どういった題材構成及び主

題の設定が考えられるかを検討しながら、実際の作成における注意点や方法について明らかにする

ことである。そして、公立学校における実践が可能な題材として開発したいと考えている。

 そのためには、特別なアプリケーションを介すことなく、カメラのアングルやタイムラインなど、

映像コンテンツ作成におけるノウハウを明らかにすることが重要であると考える。映像は編集によ

って、見え方が左右するものであり、現在は多様な編集ソフトが存在している。しかし、ストップ

モーションといった映像表現が容易に取り入れられる理由の一つとして編集をできるだけ簡単にす

ることも視野にいれた実践の構築を考え取り組んだ。

２，実際の授業について

 公立学校においても特別な編集アプリなどを用いず、

映像撮影における重要な視点を見出しながら授業を構

築できる内容を検討した。

題材名「連動する〇〇」とし、第７学年を対象とし５

時間で実施した。本授業の構築において教師側として

重視したことは次の３点である

１，映像の撮影編集において、特有の資質・能力とは

どんなものが考えられるか見出すこと

２，個人的な撮影・編集、分業する授業ではなく、他

者と協働しながら取り組める内容の検討

３，わずかな授業時間における取組になること

以上を踏まえた上で、次のような授業の着想に至った。

都心の列車内の広告媒体として近年多く目にするマ

ルチスクリーンの方法がある。大きなディスプレイは

高価なことから、複数台の画面を一つの画面ととらえ

て表現する方法である。その内容は大きなスクリーン

として分割して表現されるものから、複数の画面を活

用して動きを生かした表現など様々である。

この方法は、表現としては大変シンプルなものであ

り授業における表現に活用できると捉えた。また、連

動するというキーワードを用いることで、他者と協働

しながら映像表現に着手できると考えた。これは、現

在の 1 人１台端末の所有があることで実現できるこ

とである。また、端末の画面を学習支援としての利

用ではなく、表現の媒体として活用である。

 実際の授業の流れとしては次の通りである。

１時間目には、Keynote を使ってどんなことができ

るのかの実験をした。そこでは、基本的な図形にア

ニメートを追加して、横に並べたタブレットにつな

がるように移動する設定を行い、その効果を確認し

図１ 授業の着想のまとめ

図２ 授業の指導計画

図３ 端末と表現の構想
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た。

タブレット間をオブジェクトが行き来する様子を確認した

後は、生徒が面白いアイデアを追加して、画面の配置の工夫

や背景の追加などして実験を重ねていった。

２時間～５時間目（主題の設定・ストーリーの構想・表

現）では、主題を生み出す場面で、ロイロノートの共有ノー

トを用いて各班での意見交流を行い、ストーリー作りまで行

った。

表現方法は①基本的な図形と描画機能を使って、アニメー

ションとして表現。②実写の撮影を行い、その映像と描画機

能を組み合わせて表現が多かった。②の実写の撮影も、凝っ

た編集が必要のないものとし、連続してみせるための工夫にねらいを絞った。

２時間～５時間目（主題の設定・ストーリーの構想・表現）では、主題を生み出す場面で、ロイ

ロノートの共有ノートを用いて各班での意見交流を行い、ストーリー作りまで行った。

表現方法は①基本的な図形と描画機能を使って、アニメーションとして表現。②実写の撮影を行い、

その映像と描画機能を組み合わせて表現が多かった。②の実写の撮影も、凝った編集が必要のない

ものとし、連続してみせるための

工夫にねらいを絞った。

６時間目は、相互鑑賞を行いなが

ら発表会を行った。天井から吊し

たカメラの下で、班員がタブレッ

トを操作して発表を行い、その様

子を Airplay でモニターに映し出

し、全員が鑑賞できるような環境

にした。

 本授業の構想と撮影においては、

次の内容について各グループで検

討することとした。①カメラアングル ②スピードの調整 ③切り返し である。

課題としては、７年生段階では、簡単な主題とストーリーを立案する際に、かなり壮大なストーリ

図５ 発表の様子（天井からつり下げたカメラから撮影）

図４ 手描きしたものを画像と組み合わせている

図７ 撮影の様子図６ あるグループの絵コンテから
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ーになりがちになってしまうことであった。主体的に取り組んでいる半面、ストーリーを表現する

ための撮影技法と細かく対応させるまでの時間は確保することはできない。生徒の実態として、普

段から動画に触れているため、動画特有の表現方法のイメージはもっているものの、実際にはどの

ように撮影するべきかについて悩む様子も見られた。７年生段階において、時間の中で適切なスト

ーリーの分量を設定することが今後重要であると考える。

 また、様々な映像手法がある中で、授業では焦点を絞り扱って実践してきた。その内容は十分で

あり、次に示す図８の生徒の振り返りからも確認することができる。

成果としては、時間を要さない中で、端末に備わっているカメラ機能、プレゼンテーション機能だ

けで表現できることがわかった。そして、「連動する」といった課題を用いることで、他者と協働

する表現が可能になることであった。端末は 1 人ですべての操作が完結してしまうよさもあれば、

それが協働においては欠点となってしまうことから、その解決策を見出せたことは大きな成果であ

ったと考えている。

 本授業は、公立学校においても実践が可能となるよう、特別なアプリなどを使用することなくで

きる内容とした。そのため本実践については、教育美術 4 月号「特集『いまどきの便利ツール』」

にて紹介、武蔵野線沿線美術教育実践学習会にて 「子供たちをつなぐ映像表現に挑戦して」とし

て発表し、多くの公立学校の先生方に周知することができた。

i  学習指導要領解説編 美術科 p.133

図８ 生徒の振り返りから


